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１ 令和７年度国民健康保険事業特別会計予算（案）について

２ 令和７年度国保事業費納付金本算定について

３ 令和７年度課税限度額及び軽減判定基準の改正について

（決定事項など）
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１ 令和７年度国民健康保険事業特別会計予算（案）について

事務局より、令和７年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算の概要につ

いて、資料を用いて説明した。

《委員質疑》

歳入の出産育児一時金臨時補助金が令和６年度、７年度にないのはなぜか。

《事務局回答》

令和５年度に出産育児一時金が増額になった際、保険者の財政負担を国が支援

する補助金があったが、令和６・７年度は法定化されているため計上していない。

《委員意見》

葬祭費の歳出予算額から計算すると、年間 180 人ぐらい亡くなっている計算だ

が、２日に１回亡くなっていると思うと、驚いてしまう。

《委員質疑》

議題 1資料（２）、２款保険給付費、１項３目審査支払手数料というのは、令和

７年度は６年度より安くなっているが、なぜか。

《事務局回答》

令和６年度の想定の見込み数多かったが、令和７年度は単価は変わっていない

ので、想定の件数が減ったということ。

《委員質疑》

基金の説明をお願いしたい。

《事務局回答》

決算で出た余剰金を積み立てて、国民健康保険を円滑に行うために活用してい

る。令和６年度の決算が出たときに、いくら積めるかはシビアな状況になってきて

いるが、鴻巣市としては財政の安定化を図るために基金というものは持ち続ける

方針。

《委員意見》

大切に使ってきた貯金がだんだんそれを使わざるを得なくなって、在庫もなく

なってきたという感じだろうか。基金を制度上でうまく使えたらと思う。

２ 令和７年度国保事業費納付金本算定について

被保険者数の減少により納付金総額は減少傾向だが、一人当たり納付金額は

高い伸び率が続いており、今後も厳しい状況が予想される。また、本市の令和

７年度の保険税率と市町村標準保険税率の比較では、医療分の均等割額につい

て、まだ約 8,200 円程度の較差があり、準統一前年度となる令和８年度につい



ても税率改正を実施していく必要があると考えている旨を事務局から説明し

た。

《委員意見・質疑なし》

３ 令和７年度課税限度額及び軽減判定基準の改正について

事務局より、国民健康保険税の課税限度額の引き上げ・軽減判定基準所得額の

変更（軽減世帯の範囲の拡大）について、過去の答申にもあるとおり、法の施

行に遅れることなく改正する予定である旨を事務局から説明した。

《委員意見・質疑なし》


